
（対象事業：地域連携強化事業 地域文化資源整備活用事業・ミュージアム支援地域人材育成事業
・国際交流拠点形成事業）

事業名：新潟島は宝島!? 歴史的建造物の魅力再発見！

事業者名：新潟市歴史博物館

住所：新潟市中央区柳島町２－１０

ＴＥＬ： ０２５－２２５－６１１１

ＦＡＸ： ０２５－２２５－６１３０

ＨＰアドレス： http://www.nchm.jp

連携事業者名：新潟大学旭町学術資料館、新潟県政記念館、

燕喜館、北方文化博物館新潟分館、

新津記念館、砂丘館、安吾 風の館

会 場：新潟市歴史博物館 他

事業期間：平成２２年６月１日 ～ 平成２３年２月２８日

１．館の使命と本事業の関係

当館の敷地には、重要文化財の旧新潟税関庁舎や登録有形文化財の旧第四銀行住吉町支店などの歴

史的建造物が立地する。これらの歴史的建造物を保存・管理し、活用することも当館の役割の一つで

ある。

歴史的建造物は、地域の歴史を伝えるモニュメントとなり、また、街の個性ある景観をつくる。当

館が、率先して地域に現存する歴史的建造物の価値や資源性を市民に気付かせる本事業を実施するこ

とは、新潟市を代表する歴史的建造物を管理するものとしての使命でもある。そして地域に残された

歴史的建造物の価値に市民が気付き理解していくことにより、地域の魅力ある文化財として、永く保

存・活用されていくものと考えられる。

２．企画内容

①事業目的
新潟市の中心市街地が所在する（通称）新潟島を対象エリアとし、そこに存在する歴史的建造物に

ついて、市民自らが実見・調査・データの取りまとめ・発表という一連の作業を行う。それを通じて

、活動に加わった市民とその成果を享受した市民がその価値や魅力を再認識し、理解を深めることを

目的とする。そして、その活動成果を、建造物の保存・活用、まちづくりに活かすための礎とする。

②事業概要
対象エリア内に点在する歴史的建造物を市民自らが実見・調査し、伝えたい見どころや魅力をまと

め、ポスターセッションや報告会で発表した。また、その成果を報告書にまとめ、それを地域の歴史

・文化・観光資源となる歴史的建造物を知るための手引書として関係施設・機関に配布し、また希望

者にも無料配布している。

なお、以後の活動の参考にするため、市民の実見・調査に先立ち、建築専門家による講演会を実施

した。



３．事業実績

（１）事業の主な内容及び日程

○第一回全体会議（6/23） 連携館、関係団体が出席

し事業の趣旨・目的・活動内容を確認した。

○講演会（7/31） 広く市民に向けて事業を告知し、

専門家による関連講演を行い、事業を実施する上

での予備知識や情報を共有した。

〔講師〕平山育男氏（長岡造形大学教授）

〔講師〕岡崎篤行氏（新潟大学准教授）

○第二回全体会議（8/7） 第一回の出席者に加え、

建物現地見学会への参加者も含めて、作業につい

ての共通理解を得た。

○建物現地見学会①（8/28）下町地区の3つの歴史

的建造物を対象として現地見学を行った。

○建物現地見学会②（9/4）西大畑地区の4つの歴史

的建造物を対象として現地見学を行った。

○建物現地見学会③（9/25）白山地区の4つの歴史

的建造物を対象として現地見学を行った。

※3回にわたる建物現地見学会では、講師が建物の

構造や歴史などについて紹介し、参加者は現地

見学で感じた建物の価値や見どころなどの調査結

果を見学シートにまとめた。

○第三回全体会議（10/2） 建物現地見学会で参加者が

記入した見学シートの取りまとめ方や、報告会、

ポスター展示に向けた作業方法について意見を出

し合った。

○ワークショップ（10/16）第三回全体会議で決定し

た作業方法に従って、これまでの見学シートに寄

せられた情報を絞りこむ作業を行った。

○代表者会議１（12/2）現地見学会・ワークショップ

参加者の中から代表者を選出し、ワークショップ

で絞り込まれた情報をまとめる作業を行った。

○代表者会議２（1/8）報告会、ポスター展示に向け

ての確認作業を行った。

○報告会（1/15）歴史的建造物の保存と活用に関する

講演と、活動参加者代表による活動の成果報告を行

った。

○ポスター展示（1/15～4/4）これまでの活動の成果

をまとめたポスターを市内８か所で巡回展示した。

建物現地見学会（9/25）

報告会（1/15）

講演会（7/31）

ワークショップ（10/16）



（２）参加者の数

参加者人数 延べ 358 人 （ポスター展示見学者は含まず）

内 訳：講演会参加者 104人、報告会参加者 82人、

建物現地見学会参加者 延べ72人（全3回）

全体会議・ワークショップ・代表者会議 参加者 延べ100人

（３）事業により作成した印刷物等

○事業報告会・ポスター展 開催案内チラシ

○報告書「新潟島は宝島!? 歴史的建造物の魅力再発見！」

（４）実施事業に関する新聞記事等

○新聞記事

・新潟日報 ８月４日 朝刊

・新潟日報 １月１８日 朝刊

・新潟日報 ３月１１日 朝刊

○関連誌等

・新潟市中央区だより ２月６日号

事業報告書

『新潟市中央区だより２月６日号』



４．事業の成果及び今後の課題（参加者の意見を含む。）

一連の事業を通して、多くの市民が参加し、歴史的建造物の見方やその保存について考え、意識を

高めることができたことはこの事業の最大の成果といえる。また、招聘した専門家からは、新潟の歴

史的建造物の現存率の高さを指摘してもらい、これまで市民が意識していなかった、建物に残された

新潟の歴史を考える契機ともなり、今後の市民主体のボランティア活動やまちづくりにおいて積極的

に活かされることが期待できる。

本事業のメインである、市民参加の歴史的建造物現地見学会においては、参加者の多くからは、こ

れまでと違う視点で建物を見ることができたことや、知っているようで知らなかった建物と街の歴史

を知ることができたことなどが感想として述べられ、この活動が参加者に新たな視座を加えることが

できたことがわかる。

事業全体を通して、事業主体の異なるさまざまなタイプの文化施設と連携し活動できたことで、地

域の文化活動において、今後の連携も強化されることが期待され、さらに、本事業に加わらなかった

施設についても、今回のノウハウによって、今後円滑に連携を進められるものと思われる。

一方、今後の課題としては、今回対象としなかった歴史的建造物へも視点を広げていくことである。

今回は、新潟市中心市街地に現存する歴史的建造物で、一般に公開されている施設に限定した。その

ため、対象地域が限定されたことに加え、個人所有の住宅や商家、寺社などの歴史的建造物は、対象

から外れた。今後は、新潟市域全

体にエリアを広げ、市民とともに

歴史的建造物全体を包括的に考え

る取り組みを提供すべきであると

思われる。

歴史的建造物を有する当館の特

性も踏まえ、市内の歴史的建造物

の保存と活用に積極的に関わって

いくことも当館の使命であり課題

であるとの認識を新たにした。

現地見学会時に参加者が記入した

『現地見学参加者記入シート』


